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積極的な少子化対策に
ついて　　　　　　　

問　子どもを望む人に対し、経

済的負担を軽減するために県の

特定不妊治療費助成（所得制限

あり）として1回15万円、5年

間で10回の助成があるが、津市

における1回10万円、5年間で

5回の不妊治療費助成の回数を、

県と合わせて5年間で10回まで

の助成の拡大をすべきである。

　また妊娠しても流産などを繰

り返す人への不育治療費の助成

も早急に導入すべきであるが。

答　津市の独自事業として人工

授精の治療費の3分の2（10万

円を限度）の助成や体外受精、

顕微授精などの特定不妊治療費

について県の助成金額を控除し

た額に対し10万円を限度に助成

を行なっており、人工授精と特

定不妊治療を合わせて1年度当

たり1回、通算5回まで助成し

ている。少子高齢化が進む中、

不妊治療費助成に対するニーズ

の高まりは十分認識しており、

支援のあり方をさらに研究して

いきたい。

　不育治療では、ヘパリン自己

注射が平成24年1月から条件付

きで保険適用となったが、該当

率は患者全体の約16％であり、

保険適用外の治療費等の助成に

ついて、他市町の状況や他の公

費制度との整合性を検証しなが

ら予算協議の中で検討している。

●その他の質疑・質問●

○途切れのない子ども支援につ

いて

・児童発達支援センター設置に

向けての計画と内容は

・こども総合支援室の相談件数

とその対応は十分か

○がん対策について

・細胞診とＨＰＶ検査併用検診

の導入を

○特別支援教育について

・更なる充実を求める　など

▲不妊治療費助成制度のパンフ 

　レット

津市総合計画後期基本
計画での農業施策とは

問　前期基本計画策定後、ＴＰ

Ｐ問題の浮上、人・農地プラン

の策定等、農業を取り巻く状況

が著しく変化している。津市の

農業施策は重点プログラムとし

ても取り上げられていないが、

後期基本計画での農業施策とは

どのような計画か伺う。

　特に、山間地での環境保全、

危機管理等、農業と一体化した

農業振興施策、被害が拡大する

獣害施策について伺う。

答　後期基本計画案の中で、農

業経営の安定化の推進や担い

手・後継者の育成等を通じた農

業経営の強化等、5つの施策を

目標別計画に位置づけ、重点プ

ログラムでは喫緊の課題として

獣害対策の推進を掲げたが、農

業を今後5年間にどうしていく

のか、重点プログラムの取り上

げ方については整理したい。

　中山間地域は、水源の涵養機

能や洪水防止機能等、多くの市

民の生命財産を守る役割を果た

しており、未策定地域での人・

農地プラン策定に向け、これか

らの農業をどうするのか、真剣

に地域の皆様と考えていきたい。

　獣害対策では、個体数調整や

獣害対策協議会の地域ぐるみの

取組等の強化・高度化や関係機

関との連携強化に努めたい。

　  ●その他の質疑・質問●

○生活排水処理施設整備につい

て

・下水道部に一本化された合併

浄化槽整備について、どのよう

にして推進するのか今後の整備

計画を伺う

○市内において低地である地域

の雨水排水対策について

・46箇所ある排水機場の現状と

雨水対策の推進について

▲山間地の農業振興施策は
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